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シェイクスピア作品に現われた
ShallとWillの考究
増田 貢
An Enquiry into the Use of “Shall" and “Will " 
in Shakespeare's W orks 
Mitsugu l¥1asuda 
Abstract 
As for the use of shall al1d wil1， this paper gives a treatment of some im-
portant points of difference bet'ween Shakespeare's English and Present One. 
The present author aims to remind students of English of the fact that 
Shakespeare's general application of these auxi1iaries denoting pure futur白
accidentally cっincideswith their present-day volitional use denoting speakers' 
will in Present English. 
1500竿から現代までの英語は糠稿的に近代英語(ModernEnglish 1500-1900)となヲている
が， とれを二分すると前期近代英語 (EarlyModern English 1500-1650)，後期近代英語
(Late Modern English 1650-1900)， ;jなよぴ、現代英語 (PresentEnglish 1900-)となる。
シヱイクスピア (1564-1616)はヱリザぺス朝の人であるから， ヰなの七夕、から彼の用いた英語は
前期近代英語に麗ずる シェイクスピアの作品のみならや，金!C)J:~謹聖書よなどもみなとれに麗
ずる，換言すれぽエリザベス朝英語 (ElizabethanEnglish 1558-1603) で書かれたもので
ある。ととろが雷時は Chaucer(? 1340-1400)の英語が戎第に標準英語の土台とはなヲたと
いうものの，その後年月もあまりだワてならないので，近代英語・といクてもその前期のものは
語接的にみて確立してはいなかった。したがって現代英語と比較すると昔聾，綴字，語法，意
義その他に沿いて相官の相違が見られる。本論文において筆者は現代英語の用法からみて，シ
ェイクスピアが未来日力動詞の shall;jなよぴ、 wi1lをいかに用いているかをその作品を通して結
論左興えよろとするものである。(諜文は坪内博士のそれによヲた)
1. 純粋未来を表わすために二人橋治よび、三人稿に shal1を用いるとと。
She gives it out that you shall marry her. (是非，夫婦になるんだと言ヲて
( 13 ) 
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た。)Oth.， IV， 1.
Our feast shall be much honoured in your presence. (わたしら祝宴が更に光
柴を加える謹になる，君らの結婚式:0-:乗るととが出来れば。)Merch. of Ven.， III， 2.
Of all days in the year， 
Come Lammas-eve at night shall she be eighteen. 
(初穂節。夜になれぽ，ちょうe'なト八にならヲしやります0')Rom. and Jul. 1， 3.
“Shall she marry him?" -"No."一“Howthen? shall he marry her?" 
(fあの壊さんが沿燥さんになるのか?」 「いんにや。Jr巳や，どろなんだ? 旦那が
治聾さんになるのか?J) Two Gent.， I，5. 
との用法ばシヱイクスピアの作i吊を観察的に謹むぽあい，しばしば注意をひく刑法である。と
れはあらゆる人種にshallを用いて純粋未来を表わず古代用法の遺物と見なすととができる。
2 保件法の助動詞として wouldを用ろぺきととろに shouldを用いるとと。
Thou shouldst have better pleased me with this deed， 
Hadst thou descended from another house. 
(きょうの聞きでもしゐ前が他の血統の者であクたら，満足にも思ヲたろろが。)
As you like it， 1， 2.
lf he should offer to choose， and choose the right casket， you should refuse 
to perform your father's will， ifyou should refuse to accept him. (でもあ
の方が選ぼうと沿っしゃって高一正しい箱を立なあてたさいまLたなら，その時にやだ
と治クしやヲては，治父様の御遺言に沿背き遊ばすととになりましよろ。)
1 find thee apt; 
And duller shouldst thou be than the fat weed 
That roots itself in ease on Lethe wharf， 
W ouldst thou not stir in this. 
乱iferch.of Ven.， 1， 2.
(たのもしげなその言葉。かく聞きてだに感動せざるよろお:らば，物忘れ川に生い朽
。るちょう主主なき草の鈍きに劣らん。) Haml.， 1， 5.
ととろが同じよろな場合に shouldを用いないで、現代英語にむけると向ヒく wouldをFU
いている例がある とればシヱイグスピアの用いる語法の不定性左表わすものであるうたとえ
ば:ー
Had 1 but served my God with half the zeal 
1 served my king， 
He would not in mine age 
( 14) 
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Have Ieft me naked to mine enemies. 
(もしわしが主に仕えたその半分だけの熱誠を以て神にた仕えしていたのであったら，
紳は工もやとろ年老いた今となって，わしを裸身で敵中へお見放Lになるようなとと
はなかったろう。) Henry VIH， III， 2.
“A friendly eye could never see such faults."一一“Afiatterer's would not， 
though they do appear 
As huge as high Olympus." 
(1親友は決してそろいろ過失なんか見。け得泣いはやだ。 1ヘワらい者ならわざと見
んよろにするであろろ，オリンパスほEの大きな過失をもoJ Jul. Cas.， IV， 3.
3. 別の意義を有ずる他苦に言い換えられる shallの純梓未来的用法。
(a) 1必然Jな表わす用法。
lf you much note him， 
you shall offend him. 
(あんまり皆さんがた目をたっけですと.なたと気嫌がわるくなります。)
Our son shall win. (ハムレツトが勝うたぞよ。)
Let good Antonio look he keep his day， 
Or he shall pay for this. 
Macb.， III， 4.
Haml.， V，2. 
(アントー=才{さんに注意して約束の期限を間違えさせないようにしたいと，との
八営りで，とんでもない目に逢いなさるだろろよ。) Merch. of Ven.， I， 8.
(b) 命令または要求の貴行及諸を表わす willの代用。
“Col1ect them all together at my tent: 1'1 before thee "一一一“1shall do't， 
my lord，" (1彼等・同をわしのテントへ集らせてください，治まいより先きに蹄る
からoJIかしとまりましたoJ) Henry V， IV， 1.
“Go forth， Agrippa， and begin the fight: 
Our wilI is Antony be took alive; 
Make it so known. "ー “ーCasar，1 shall." 
(1アグリツパ進軍して，すぐに戦いを始めいe わしはアントニ{を生捕にしたいのと
や。」一一「かしとまりましたoJ) Ant. and Cleop.， IV， 6.
“Brothers both， 
Commend me to the princes in our camp; 
Do my good morrow to them， and anon 
Desire them al1 to my pa vilion." ←ー“Weshall， my liege." 
( 15 ) 
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(1"弟たち，わが陣中の諸公へ朝見舞0::L-c，わしがよろしく言クたと傍えて，それか
らすぐ揃タて，わしの惟幌へ来いと言クてください0 ，一一「承知いたしました。J)
Henry V， IV， 1.
自分のととを第三人橋でいろ;場合にも同じく shallを用いている。
“E妊ectit with some care that he may prove 
恥i[orefond on her than she upon her love : 
And look thou meet me ere the first cock crow."一一
“Fear not， my lord， your servant shall do so." 
(1"いいか， J: (注意して女よりも男の方がやクと夢中になるような。そして・:番鶏の
鳴く}請に俺の許へ民って来るんだ0.1←一一「沿気づかいなさいますな。き0 とうま〈話
なわせますoJ) Mids.， I， 1.
(c) ある行震やJ決議がよく起るととを表わず willの代問。
Look， what is done cannot be now amended : 
Men shall deal unadvisedly sometimes， 
Which after hours give leisure to repent. 
(ìぞクて，~てしまクだととは仕方がない。人間は往々無分別注事をするが，後に至
ると悔むのです。) Rich. III， IV， 4.
You shall mark 
Many a duteous and knee-crooking knave， 
That， doting on his own obsequious bondage， 
Wears out his time， much like his master's ass， 
For nought but provender， and when he's old， cashier'd. 
(随分世間には膝をひょとクかせて忠義三日未をする馬鹿正直方:奴等もある，そいつら
は主のろ馬も同様に柔順くくび、きを掛けられて飼料だけ貰って満足して，ぼけるまで
働いてから埠い出される。〉 Othello， 1， 1 
To see， now， how a jet shall come a bout ! 
(冗談が今となってほんとの事になったと思ろと!) Rom. and Ju1.， 1， 3.
よく起るというととはある傑件を満たさなけれぽ，ある行待やHJd岳百三起せないという
概念と結ぶととがある たとえば:一一
A dog of that house shall move me to stand. 
(はて，飼犬を見ただけでも向ろてゆくわい。) Rom. and Jul.， I， 1.
現代英語の慣用と同じくシヱイクスピアは頻護左意志の雨概念を含ませて wi1lを用い
ている。
( 16 ) 
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What great ones do the less will prattle of. 
(とか〈犬身のなさるととは下の者共がいろいろ噂をするものだから。)
Twelfth Night， 1， 2.
Foul deeds will rise， 
Though all the earth o'erwhelm them， to men's eyes. 
(悪事はやがて露われようぞ，たとい大地が人の白を遮るとも。)
Haml.， 1， 2 
(d) 叙速に封する話者の心的態度を示すいわゆる法助動詞 (modalauxiliary) としての
mayの代用。と〈に閥係、代名詞 asもしくは whatのクぎに用いられる。
You can play no part but Pyramus; for Pyramus is 
a sweet-faced man; a proper man， as one shall see 
in a summer's day. 
(:J巻市Iさんはピラマスしか潰られねえだよ ピラマスは治~なさん， 締麗右:韻の人だに
立波な人だに，夏の日永にでも見ていたい人だに。) Mids-Night's Dream， 1，2. 
Be merry， and employ your chiefest thoughts 
To courtship and such fair ostents of love 
As shall conveniently become you there. 
(心、を思いきり愉快に持って， ひとえに先方の気に入るよう， また貴下の真情~その
場合に!患とて最も都合よく殻表ずるよろに治力めなさるがいいヲてね。)
What Antony shall speak， 1 wil1 protest 
He speaks by Ieave and by permission. 
Merch. of Ven.， U， 8.
(アントニ{の弔辞は吾々が許してやらせるのだと言います。) Jul. Cas.， II， 1.
4. 未来時制または保f牛法の純功動詞として一人栴に wiI(would)を用いた例が多い。
Perhaps 1 will return immediately. (おれは多分直に戻ヲて来るだろろ。)
Merch. of Ven.， I， 5.
Perchance 1 will be there as soon as you. 
〔多分わたしはその頃まマに蹄りましよろ 0) Com. of Er.， IV， 1.
1 would be Ioath to foil him. (負かしたかないだろろが。)
As you Iike it， 1， 1.
1 would have thought her spirit had b色eninvincible against aII assauIts 
of a任ection.(わしはあの婦人ばかりは， どんた強愛の襲撃を以てしでも，難攻不落
だと思クていたにねえ。) 乱1uchado， I， 3.
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5. 矛盾した文例も多いととは前述のとおりシヱイクスピアの語法上の不定性を物1謂ってい
る。つぎの引用文にたいて willたよぴ shallの助動詞が現代用法と正反封に彼は用いてい
る。
1 will sooner have a beard grow in the palm of my hand than he shall 
get one on his cheek， (あのあごひげが生えるよろなら，治れのとの掌にも生える
だろラクてくらいのものだ。) Henry IV， B， 1， 2.
結語としてシヱイクスピアの未来助動詞 shall治よぴ、 willの用法はもちろん彼の気まぐ
れな使い方も多く見られるが，大体現代英語の正反封をゆ〈ものと考えて差支えないよろに忠
弘すなわち純粋未来のとれらの用法を封照してみるとクぎのようになる。
現代英語 シヱイグスピアの英i苦
1 shall we shall 
will 
1 will we will 
you will you you shall you shall 
(he fhe 
phewill 胸 will
it 
ishe shall they shall 
it 
以とから推論して注目すべきととはシェイクスピアの shall，willのfi法は現代英語の話
者の意志 (speakers'will)を表わす用法とその軌をーにしているといろととがいえる。前
期近代英語を代表するシヱイクスピアのとの未来助動調の慣用から四百年を経過した現代英語
の用法，それから今後現にアメリカに3ないてその傾向が見えていると治り， willに統・され
そうたきざしがあるととを考えて英語の費還に思いをいたすのである。
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